
THE VICTAULIC CO.,OF JAPAN,LTD.

Copyright © The Victaulic co.,of Japan Ltd.

伸縮可とう管用変位計測装置

日本ヴィクトリック株式会社

特 許 出 願 中ＶＩＣＳＥＮＳＯＲ ⅡＶＩＣＳＥＮＳＯＲ Ⅱ
Rｳﾞ ｨ ｸ ｾ ﾝ ｻ ー

THE VICTAULIC CO.,OF JAPAN,LTD.

Copyright © The Victaulic co.,of Japan Ltd. 1

目次

1.伸縮可とう管の構造（∑型）

2.開発の経緯

3.当該装置の設置目的

4.当該装置の構造

5.使用例

6.初期設定手順

7.計測手順

8.管理方法（例）

①ｾﾝｻｰﾛｯﾄﾞ

⑤計測用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

③ｺﾈｸﾀｰﾎﾞｯｸｽ

変位計測装置

伸縮可とう管

④ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ

②ｾﾝｻｰｹｰﾌﾞﾙ

設置例

計測ユニット



THE VICTAULIC CO.,OF JAPAN,LTD.
1.伸縮可とう管の構造

Copyright © The Victaulic co.,of Japan Ltd. 2

変位発生前 変位発生後

THE VICTAULIC CO.,OF JAPAN,LTD.
2. 開発の経緯
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宮城県企業局様より、『試掘を行わずに伸縮可とう管の状態を知りたい』という御要望を受け、

『変位計測装置』を開発しました。

宮城県企業局様では、東日本大震災において、伸縮可とう管の重要性を再認識され、伸縮可とう

継手の現況調査として、対象となる伸縮可とう管を掘削して露出させ、現在の変位状態を実測で調査し、

そのデータを基に緊急の度合いに応じた、補修対策を実施されています。

しかし、再掘削や、定期的な点検を継続していく事が非常に困難であることから、当該装置開発の

御提案を戴きました。
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①地震等の災害に際し、伸縮可とう管の伸縮量と偏心量を的確に知る

ことにより、迅速、且つ的確な対策を行う。

②伸縮可とう管の伸縮量と偏心量の現状、更に、地盤沈下や浮き上りの

現状を的確に知ることにより、耐震化促進の基礎データとして活用する。

③ 変位計測結果に基づき、中長期的に

補修計画の優先順位を策定する。
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4-1.当該装置の構造（設置状態）
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偏心

伸び

縮み

変位発生前 変位発生後

ｾﾝｻｰﾛｯﾄﾞを 側用、 側用各3本（1set6本）を設置し、

それぞれの伸縮量を計測します。

A
BA

ｾﾝｻｰﾛｯﾄﾞ( 側用)B

ｾﾝｻｰﾛｯﾄﾞ( 側用)

当該伸縮可とう管

Bｽﾋﾟｺﾞｯﾄﾊﾟｲﾌﾟ( 側)A ｽﾋﾟｺﾞｯﾄﾊﾟｲﾌﾟ( 側)

ｾﾝｻｰﾛｯﾄﾞの配置は、既設継手に対する取付や、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性・性能・
コストを考慮し片側上部各3本(1set6本)を採用しています。

当該製品は、新設・既設いずれに対しても取付金具を変更すること

で設置可能です。
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4-2.当該装置の構造（センサーロッドの構造）

Copyright © The Victaulic co.,of Japan Ltd. 6

ロックフィルダムに用いられる『沈下センサー』を応用し、変位を計測します。

ｾﾝｻｰ本体部写真 ｾﾝｻｰ本体部詳細図

ｾﾝｻｰﾛｯﾄﾞ詳細図
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5.使用例

計測ﾎﾞｯｸｽ

ｾﾝｻｰﾛｯﾄﾞ

伸縮可とう管

取付イメージﾌﾗﾝｼﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

水管橋下部埋設配管使用例 バルブ・ピット外埋設配管使用例

計測ﾎﾞｯｸｽ

ｹｰﾌﾞﾙ
ｾﾝｻｰﾛｯﾄﾞ

伸縮可とう管

取付イメージ

ﾊﾞﾙﾌﾞ

＊計測ﾎﾞｯｸｽは防水型ではありませんので、水没が予想される場合は御相談下さい。

＊計測ﾎﾞｯｸｽの取付形状は、露出部の状況によりさまざまなケースがありますので、御相談下さい。

取付イメージ
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6.初期設定手順
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搬 入１

伸縮可とう管にｾﾝｻｰﾛｯﾄﾞを取り付ける2

ｺﾈｸﾀｰﾎﾞｯｸｽに計測ﾕﾆｯﾄを接続3

初期値入力（図面寸法等）4

計測（埋戻し前・後の2回行う）5

＊設置時の変位も検知できます。変位計測装置の設置完了6
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7.計測手順
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ｿﾌﾄ画面

＊計測は専用ソフトで行います。

②ｺﾈｸﾀｰﾎﾞｯｸｽに接続

①計測ﾕﾆｯﾄを現場に用意

④計測ユニットを取り外し

計測終了

③計測ｿﾌﾄで変位計測
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8.管理方法（例）
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年1回程度の計測

許容変位量に対する現状変位量

50％～80％未満

経過観察

計測回数を増やし
注意する

許容変位量に対する現状変位量

80％以上

補強の検討

断水

取替等

不断水

ﾘﾍﾟｱｽﾘｰﾌﾞ等

速やかに計測を行う

変位計測装置の設置完了

許容変位量に対する現状変位量

50％未満

経過観察

*調査業務につきましては事業体・地元業者・メーカーのいずれかが行い、別途協議といたします。

地震等災害時通常時


